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使用上のご注意
• ダイヤルアップルータはプロバイダ接続のために自動的に電話をかける機能を持っ
た装置









本書の表記について
略称

本書の
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本製品の動作状態を示
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準備を始める前にご用意ください
アースコード
アースコードは必ず接続してください。感電防止やノイズ防止の効果があります。

,!.ケーブル
パソコンの台数や距離に合



インターネットへの接続回線� ▶�ブロードバンド
電話回線の種類� ▶�なし（接続しない）
ブロードバンド（ADSLや光ファイバー）でインターネットに接続して、電話回線は
使用しない

�ブロードバンド�

































��電源を入れる

1� �アース端子のネジを

































準備 �　
日付・時刻を合わせる

「本体の設定」画面で、本製品の日付と時刻を合わせます。









準備











10� �「IPCONlG��RELEASE」と入力してから、%NTERキーを押す。

パソコンに割り当てられていた













2







� � 　�─設定内容を確認して、�
� � 　　　
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�　インターネットに接続する

1� �「接続」をクリックする。
インターネットに接続して、「プロバイダへの接続・切断」画面が表示されます。
「トッヤ 。7
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通話を別の外線へ転送する

通話中に別の外線へ転送ができます（通信中転送）。
ISDN付加サービスの通信中転送を契約していな
くても、本製品に内蔵の「擬似通信中転送」機能を
利用できます。通信中転送または擬似通信中転送
機能を使うときは、本製品の設定変更が必要です。

擬似通信中転送とは？
擬似通信中転送は、ISDN回線の2回線同時に通話
できる特徴を応用した、通信中転送機能です。次を応がに通話

できる特徴
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��着信ベル音番号を
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&!8を使う

&!8機器を使う

FAX機器をお持ちの場合は、本製品のTELポート
に接続して、これまでと同様に使えます。
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本製品にログインする�
ユーザーを登録する

「ユーザの追加」画面でユーザーを登録して、本製
品にログインできるユーザーを制限できま
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外部にサーバを公開する

インターネットへサーバを公開







���

本
製
品
を
使
い
こ
な
す

�

確認したいメールアドレスを�
登録する

「メール着信確認とメール転送機能」画面で、確認
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50N0機能の動作設定を変更する

50N0機能とは�

UPnPとはUniversal Plug and Playの略で、ネッ
トワーク上で
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本製品の設定を変更する
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本製品の設定を変更する（つづき）
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アナログ回線で通話／
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